




















要約: 

わが国に定着定住する外国人が増加するにつれ、特に母性及び小児の社会保障の重要性が

認識されつつある。母子保健の問題は、特に妊娠、出産、育児の課程で深刻な事態にさら

されやすく、これら実態の把握が適切な施策をたてる上に不可欠である。 

そこで新宿区における病院、診療所受診の在日外国人の婦人科疾患と妊娠、出産の状況を

調査した。その結果、種々の問題点が把握され、今後の対策をたてる上に役立つものと思

われる。 


